
提

出

者

阿

部

知

子

平
成
十
四
年
十
二
月
十
二
日
提
出

質

問

第

三

五

号

ウ
イ
ル
ス
肝
炎
総
合
施
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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ウ
イ
ル
ス
肝
炎
総
合
施
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昭
和
五
四
年
に
設
置
さ
れ
た
「
肝
炎
研
究
連
絡
協
議
会
」
の
研
究
成
果
に
よ
り
、
昭
和
六
〇
年
度
か
ら
新
生
児
に
Ｂ
型
肝
炎

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
「
母
子
感
染
防
止
事
業
」
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
昭
和
六
三
年
に
は
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
が
解

明
さ
れ
、
六
年
後
の
平
成
六
年
に
は
ウ
イ
ル
ス
そ
の
も
の
が
見
つ
か
り
、
本
年
か
ら
は
、
難
病
対
策
が
開
始
さ
れ
た
昭
和
四
七

年
以
来
三
〇
年
ぶ
り
に
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
が
開
始
さ
れ
る
等
緊
急
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
・
肝
臓
病
の
根
本
的
な
治
療
法
は
い
ま
だ
未
確
立
で
あ
り
、
長
い
年
月
に
わ
た
り
入
退
院
を
繰
り
返
し
な

が
ら
肝
炎
患
者
は
苦
難
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。

ま
た
、
病
気
に
よ
る
苦
し
み
に
加
え
、
肝
障
害
は
福
祉
法
の
適
用
外
で
あ
り
、
法
律
上
の
「
障
害
者
」
で
は
な
い
た
め
に

『
障
害
者
手
帳
』
が
未
交
付
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
各
行
政
レ
ベ
ル
の
施
策
の
多
く
に
取
り
残
さ
れ
、
外
見
上
健
常
者
と
変
わ

ら
な
い
た
め
、
職
場
の
理
解
を
得
に
く
く
無
理
を
し
て
悪
化
さ
せ
、
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
等
、
二
重
の
苦
難
を
背
負
い
な

が
ら
、
構
造
不
況
下
、
医
療
と
福
祉
の
谷
間
で
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

ウ
イ
ル
ス
肝
炎
患
者
の
医
療
・
福
祉
の
よ
り
一
層
の
施
策
の
充
実
を
求
め
て
、
以
下
質
問
す
る
。

�

肝
炎
緊
急
対
策
と
し
て
、
老
人
保
健
法
に
基
づ
く
基
本
検
診
と
政
府
管
掌
健
康
保
険
の
生
活
習
慣
病
予
防
検
診
へ
の
肝
炎

一



検
査
が
、
今
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
実
施
保
留
の
自
治
体
を
実
施
予
定
を
含
め
、
調
査
し
て
示
せ
。

全
国
の
健
康
保
険
組
合
に
対
し
、
Ｃ
型
肝
炎
検
査
導
入
促
進
を
働
き
か
け
、
組
合
管
掌
健
康
保
険
の
今
年
度
の
実
施
を
図

る
た
め
に
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ
て
い
る
か
示
せ
。

�

止
血
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
た
血
液
製
剤
ク
リ
ス
マ
シ
ン
、
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
等
に
よ
り
、
新
生
児
、
妊
婦
が
大
量
に
Ｃ
型

肝
炎
感
染
し
、
薬
害
肝
炎
と
し
て
改
め
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

目
の
負
傷
の
止
血
用
に
投
与
さ
れ
た
ク
リ
ス
マ
シ
ン
に
よ
り
、
昭
和
五
六
年
小
学
校
六
年
の
時
、
Ｃ
型
肝
炎
に
感
染
し
た

三
〇
代
男
性
が
、
平
成
六
年
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
機
構
に
医
療
手
当
の
支
給
を
請
求
し
た
が
、
「
ク
リ
ス
マ
シ
ン
は
対

象
除
外
医
薬
品
」
で
あ
る
と
し
て
不
支
給
と
な
っ
て
い
る
。
本
救
済
制
度
又
は
新
た
な
補
償
制
度
に
よ
り
感
染
被
害
者
に
対

し
司
法
判
断
を
待
た
ず
に
早
急
に
医
療
手
当
支
給
等
の
施
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
せ
。

�

肝
炎
緊
急
対
策
強
化
の
た
め
に
も
、
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
・
肝
臓
病
の
正
し
い
知
識
の
普
及
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
小
冊

子
、
ビ
デ
オ
作
成
を
国
民
の
目
に
見
え
る
形
で
よ
り
積
極
的
に
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
。
政
府
の
見
解
を
示
せ
。

�

ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の
感
染
原
因
の
大
半
は
、
予
防
接
種
、
輸
血
、
特
定
地
域
で
の
多
発
な
ど
、
医
療
行
為
に
よ
る
「
医
原

病
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
従
来
か
ら
特
定
地
域
で
の
肝
炎
多
発
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
都
道
府
県
、
区
市
町
別
に
多
発
地
域

二



を
調
査
し
て
示
せ
。

�

一
九
九
二
年
以
前
の
輸
血
等
医
療
行
為
に
よ
る
慢
性
肝
炎
・
肝
硬
変
患
者
、
感
染
者
等
治
療
が
必
要
な
人
に
対
し
早
期
に

専
門
医
へ
の
受
診
、
医
療
費
の
一
部
公
費
負
担
等
抜
本
的
か
つ
具
体
的
な
対
策
を
講
ず
べ
き
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
示

せ
。

�

肝
炎
研
究
を
推
進
し
、
根
本
的
な
治
療
法
を
早
期
に
確
立
す
る
こ
と
は
急
務
で
あ
る
。
現
在
ま
で
の
、
「
肝
炎
研
究
連
絡

協
議
会
」
の
構
成
と
治
療
研
究
の
結
果
を
示
せ
。

�

肝
が
ん
は
肝
硬
変
に
高
率
に
発
生
す
る
。
早
期
に
超
音
波
に
よ
る
肝
が
ん
検
診
を
国
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
、
結
果
と

し
て
医
療
費
の
増
大
も
防
ぐ
こ
と
が
可
能
と
考
え
る
。
政
府
の
見
解
を
示
せ
。

�

脳
死
者
か
ら
の
肝
移
植
よ
り
も
、
一
三
年
間
で
約
二
〇
〇
〇
例
と
な
っ
た
『
生
体
肝
移
植
』
の
一
層
の
普
及
、
脾
臓
へ
肝

細
胞
を
移
植
し
第
二
の
肝
臓
と
し
て
活
用
す
る
『
肝
細
胞
移
植
』
の
研
究
促
進
、
早
期
実
用
化
の
た
め
の
研
究
費
の
増
額
が

必
要
と
考
え
る
。

生
体
肝
移
植
の
保
険
適
用
の
現
状
と
、
研
究
費
の
額
と
今
後
の
肝
細
胞
移
植
の
実
用
化
の
め
ど
に
つ
い
て
示
せ
。

�

脳
死
移
植
に
道
を
開
く
臓
器
移
植
法
は
、
提
供
者
の
意
志
が
文
書
で
確
認
さ
れ
る
場
合
に
限
定
す
る
こ
と
と
し
、
九
七
年

三



六
月
の
国
会
で
成
立
し
た
。
参
議
院
で
は
、
移
植
の
場
合
に
限
り
脳
死
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
と
す
る
厳
格
な
内
容
の
修
正
が

加
え
ら
れ
た
。
九
九
年
二
月
、
法
施
行
後
一
年
四
カ
月
ぶ
り
に
国
内
初
の
脳
死
移
植
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
二
〇
数
例
が
実

施
さ
れ
た
が
、
患
者
を
死
亡
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
無
呼
吸
テ
ス
ト
が
さ
れ
た
こ
と
等
に
対
す
る
検
証
は
不
十
分
で
あ
る
と

考
え
る
。
十
分
な
医
療
情
報
の
公
開
を
図
り
、
受
容
者
が
安
心
し
て
移
植
を
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
政
府
の

見
解
を
示
せ
。

��

一
九
八
一
年
国
際
障
害
者
年
の
「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」
を
踏
ま
え
、
「
身
体
障
害
者
福
祉
法
」
の
政
令
を
拡
大
し
、
福

祉
法
へ
の
適
用
を
図
り
、
肝
障
害
を
「
障
害
者
」
と
認
定
し
『
障
害
者
手
帳
』
を
交
付
す
べ
き
と
考
え
る
。
政
府
の
見
解
を

示
せ
。

��

障
害
年
金
は
、
肝
疾
患
の
中
で
、
慢
性
肝
炎
に
支
給
さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
肝
硬
変
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
慢
性
肝

炎
に
も
障
害
年
金
を
支
給
す
べ
き
と
考
え
る
。
現
在
の
肝
臓
病
へ
の
支
給
基
準
を
示
せ
。

��

「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
の
対
象
に
肝
臓
病
を
加
え
、
肝
障
害
者
の
援
護
施
策
を
制
度
化
し
、
雇
用

促
進
と
職
場
確
保
の
途
を
開
く
た
め
の
政
府
の
施
策
を
示
せ
。

��

Ｃ
型
、
Ｂ
型
肝
炎
は
、
感
染
性
故
に
と
も
す
れ
ば
職
場
の
理
解
が
不
足
し
が
ち
で
、
差
別
と
偏
見
に
さ
ら
さ
れ
る
場
合
が

四



少
な
く
な
い
。
肝
障
害
者
へ
の
雇
用
差
別
を
な
く
す
た
め
の
事
業
主
へ
の
啓
発
活
動
を
調
査
し
て
示
せ
。

右
質
問
す
る
。

五


